
　平戸市未来創造館で「令和５年度ふるさとプロ
ジェクト会議」が開催されました。
　市内の各中学校から代表２人が参加し、黒田市長
や松永教育長らと、未来の平戸市について中学生な
らではの視点で議論しました。
　事前に選ばれた２校の提案「カフェとしての空き
家の活用」（大島中）、「ごみアート創作イベントとし
ての清掃活動」（中野中）をもとに、各校代表による
活発な議論が交わされたほか、各種地域課題などに
対する意見が出されました。

８
未来のふるさとを考える８
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夏休みに森の大切さを学ぶ

　ふれあいセンターをメイン会場として、小学生を
対象に「ひらどエコフェスタ フィールドワーク編」
が開催され、14組、37人が参加しました。
　有僧都岳では、平戸市森林組合がプロセッサーで
のヒノキの伐採作業を行い、迫力ある作業に子ども
たちは目を輝かせて見学していました。
　その他にも、木質バイオマスの見学や、菌床しい
たけ採り体験、環境に関する実験やクイズなどが行
われ、森林の大切さや、身近にできる自然にやさし
い活動について楽しく学びました。

５
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　平戸市街地や平戸城、亀岡公園周辺で、ゴミ拾い
とスポーツを融合させた「スポGOMI甲子園2023
長崎県大会」、「スポGOMIワールドカップ2023長
崎STAGE」が開催され、市内外から100チーム、
302名が参加し合計323.32キログラムのゴミが集
まりました。拾い集めたごみの重量などをポイント
換算し、順位を競い、スポGOMI甲子園2023長崎
県大会では佐世保工業高校の「獅子奮迅」チーム、ス
ポGOMIワールドカップ2023長崎STAGEは佐世
保市から参加した「きよちゃんズ」が優勝しました。

７ スポーツで街をキレイに16

　たびら昆虫自然園で夜の観察会が開催され、６回
で合計244人が参加し、普段は静かな夜の昆虫園に
子どもたちの歓声が響きました。
　観察会では3,000種類以上が生息する昆虫園で暗
い中を１時間ほどかけて散策しました。
　大人気のカブトムシや、クワガタムシを見つけた
子どもたちは大喜びで駆け寄り、夢中で観察してい
ました。他にもガチャガチャと鳴くクツワムシや、
セミの羽化している姿が見られ、めずらしい光景に
目を奪われていました。

夜の昆虫園に響く歓声７
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　昨年８月に平戸市国際交流員として着任したバオ
デワイン・ファーレグさんの退任式が平戸市役所で
行われました。
　バオデワインさんは市内小中学校へ訪問し、オラ
ンダ文化の授業や、各種イベントでの通訳業務、市
民の皆さんへ英語やオランダ語を教えたりするなど、
幅広く活躍されました。
　「平戸で過ごした１年間は貴重な経験になった。
平戸を離れても平戸のPRをしたい。ぜひ、機会が
あればまた平戸を訪れたい」と挨拶しました。

１年間の任期を終える７
31

　平戸文化センターで「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」の世界文化遺産登録５周年を記念
して灯りのイベントが行われ、約200人が参加し登
録５周年を祝いました。
　風船にLEDライトを入れて浮かべる「LEDスカイ
ランタン」や、紙袋にろうそくを入れた「封灯（ふう
とう）」約2,200個で世界遺産のシンボルマークや
「世界遺産５周年」の文字を描きました。
　ライトアップされた平戸城や、オランダ商館など
と平戸の夜の街並みを飾りました。

７ 世界遺産登録５周年を祝う29

　旧十八親和銀行平戸中央支店周辺（木引田町）で
「コックスフェスタ」が行われました。
　木引田町商店街振興組合が中心となって開催して
いるもので、４年ぶりとなった今回は会場を旧十八
親和銀行平戸中央支店の駐車場と吉澤ビル横の駐車
場に集約して開催しました。
　会場では、飲食ブースやゲームコーナーが立ち並
び、ステージでは地元バンドのジャズ演奏やプラス
ダンススタジオの小中高校生のダンスなどが披露さ
れ、家族連れや若者たちでにぎわいました。

３ 商店街の夏のにぎわい８
５

　

吹き寄せる波風に負けず

　舘浦港内一円で、「舘浦競漕船大会2023」が４年
ぶりに開催され、地区対抗・一般・女性の部合わせ
て21チームが熱戦を繰り広げました。
　当日は、南東の強風が吹き、練習どおりにタイム
が出せたチーム、波にあおられて練習どおりにはい
かず真っ直ぐ進めないチームもありましたが、全
チーム一丸となってゴール目指してタイムを競いま
した。
　大会終了後は、「魚のつかみ取り」が開催され、子
どもたちは夢中で魚を追いかけました。
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